
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
自分の身は自分で守る 

き険
け ん

な空間を減
へ

らそう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動 指導上の留意点 

導入 
 
 
 
 

展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まとめ 

 地震が起こると部

屋の中はどうなるか

話し合う。 
 
 
 けがなどの原因か

ら危険な空間を減ら

す方法を話し合う。 
 
 
 応急処置の方法を

知る。 
 
 

 
日頃の備えについ

て考える。 

・資料Ａから、タンスや本棚の上にある物、パソコン台のプリ

ンタの落下など、物を置くことで、部屋の中でけがをする危

険な空間が広がることに気づかせる。 

 

 

・部屋の危険な空間を減らす安全な空間づくりについて考えさ

せる。 

・タンスの転倒防止、パソコン台の移動防止、戸棚の開閉防止

の方法を知らせる。 

 

・応急手当の方法を知らせ、実際に、身の回りにあるもので応

急処置ができることを理解させる。 

 

 

 

・日頃からの備えが、命を守ることやけがの防止につながるこ

とを理解させる。 

 

Ａ

Ｂ

Ｃ

体育 5 年 

体育 5 年 

Ｂ 題 材 の ね ら い 家の中の危険な空間を減らしたり、けがをしたときの応急手当ができる

など、防災・減災に向けた技能を身につける。 Ａ

 体育 Ｇ保健(2)   

けがの防止について理解するとともに，けがなどの簡単な手当が

できるようにする。 

 教科等との関連 

 展 開 例 

Ｃ

○大きな地震が起これば、固定されていないもの(ピアノ、PC、本、積み上げられた箱、ラジカセ

など)はどのようになるかを考えさせる。 

○安全な空間の確保が重要であることに気づかせる。 

【出典】阪神・淡路大震災における市民行動調査（神戸市消防局） 

http://www.city.matsudo.chiba.jp/library/contents/7d631f090d3a01f/jishin14.pdf 

 

http://www.kkr.mlit.go.jp/plan/daishinsai/1.html 

災害時の応急手当（NPO 法人災害・医療・町づくり） 

http://triage.web.fc2.com/saigai-oukyu.htm 

http://www.city.matsudo.chiba.jp/library/contents/7d631f090d3a01f/jishin14.pdf
http://www.kkr.mlit.go.jp/plan/daishinsai/1.html

